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1�38ʢত13ʣのۀҎདྷ、͞·͟·なクラッチシステムの։ൃ・製造Λͬߦて͖た小
クラッチɻ
クラッチ/ブレーキの૯߹ϝーΧーとして、OA機器用͔ΒҰൠۀ࢈用·で෯広͘χーズに対応し
ており、ͦのٕज़力と৴པ性͕ೝめΒれてい·͢ɻ
特に、ੈքதのお٬༷にྦྷ̐ܭԯҎ্ΛఏڙしたΧーエアコン用クラッチのٕज़と࣮、ੈ
քNP�1とい͑·͢ɻ
·た、ࣾでશ工・શ製において、جࡍࠃ४で͋Δ*SO�001および14001Λ取ಘして
い·͢ɻ
Χタログで、ͦの小クラッチ͕࣋てΔテクϊロδーΛ駆して։ൃ͞れたマイクロパウダ
クラッチ/ブレーキ、ヒステリシスクラッチ/ブレーキ、パーマヒストルコントローラ、渦電流ト
ルクリミッタ、パウダリミッタ、֤छ張力制御機器Λհしてい·͢ɻ
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ていますので、 （詳細はP118）
さらに、当社 においても検索できます。（詳細はP120）

INDEX
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҆શ্ͷ注ҙ
にेྀͩ͘͝͞いɻࡦ用のલにおಡΈいた͖ͩ、安શ対͝

ݥ　ة 安શΧόーΛඞͣઃஔしてͩ͘͞いɻ

　回転体が露出しているため、製品に手・指など身体が触れると怪我の原因となります。危険
防止のため、身体が触れないよう、必ず風通しの良い安全カバーなどを設置してください。ま
た、カバーを開けたときには回転体が急停止するように、安全機構などを設けてください。

ݥ　ة ҾՐ・രൃの͕͋ݥةΔง囲ؾதで用しないでͩ͘͞いɻ

　起動・制動時のスリップで火花が発生することがあります。引火・爆発の危険がある油脂・可燃性
ガス雰囲気などでは、絶対に使用しないでください。また、燃えやすい物がある場所では、本体を
密閉するようにしてください。密閉する場合は、許容仕事量などが低下するのでご注意ください。

ݥ　ة Ҏで͝検౼ͩ͘͞いɻྔࣄ容ڐ

　許容仕事量以上で使用すると、発熱が大きくなることで動作面が赤熱し、火災の原因に
なることがあります。また、所定の性能が得られなくなりますので、許容仕事量以内でご
検討ください。

ݥ　ة 用しないでͩ͘͞いɻ容回転度Ҏ্に回転Λ্͛てڐ

　許容回転速度以上で使用すると、振動が大きくなり、場合によっては破損したり、飛散
するなど、非常に危険な状態となります。必ず許容回転速度以下で使用し、保護カバーを
設置してください。

ݥ　ة Ϙルトの締付けトルク、緩Έࢭめશにͬߦてͩ͘͞いɻ

　ボルトの締付け具合によっては、せん断して破損するなど、非常に危険な状態となりま
す。必ず規定の締付けトルク・ボルト材料を使用し、接着剤・スプリングワッシャなどで
確実に緩み止めなどの処置を行ってください。

ݥ　ة 用ͩ͘͞いɻ用͢Δ電線αイズ電源容ྔに߹ͬたのΛ͝

　電流容量の少ない電線を使用すると、絶縁皮膜が溶けて絶縁不良となり、感電・漏電の
おそれがあるほか、火災の原因になることがあります。

ݥ　ة DC ःஅ͢Δ߹、クラッチ/ブレーキコイルとฒྻに保ޢૉࢠΛ͝用ͩ͘͞いɻ

　スイッチを切ったとき、逆起電圧（バックサージ）を発生しますので、そのまま使用すると、
コイルの絶縁劣化やスイッチ接点の劣化・焼損を生じ、さらには周辺機器に悪影響を与える
ことがあります。適切な保護素子を接続し、放電回路を構成することが必要です。

注　ҙ प囲ڥΛ͝確ೝの͏͑、͝用ͩ͘͞いɻ

　水滴・油滴・塵埃に晒されたり、高温・高湿の環境下では、製品の損傷、誤動作の原因、
あるいは性能の劣化を招きますので、使用しないでください。また、振動・衝撃の掛かる
場所に直接取り付けて使用しないでください。

注意	 	小倉クラッチおよび小倉クラッチ指定以外の第三者によって、修理・分解・改造されたことなどに起因して生じた損害
などにつきましては、責任を負いかねますのでご了承ください。

この安全上の注意をはじめ、カタログや技術資料に掲載されている仕様をお断りなしに変更することがありますので、ご了承ください。
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マイクロパウダクラッチ/ブレーキ　　　　　　トルク範囲

ヒステリシスクラッチ/ブレーキ　　　　　　　トルク範囲

パーマヒストルクコントローラ 　　　　　　　トルク範囲

渦電流トルクリミッタ                                      トルク範囲

　　　　　   　特　　長　　　　　　　　　　　　　          用途例　　　　　　

　　　　　   　特　　長　　　　　　　　　　　　　          用途例　　　　　　

　　　　　   　特　　長　　　　　　　　　　　　　          用途例　　　　　　

　　　　　   　特　　長　　　　　　　　　　　　　          用途例　　　　　　

HC形ヒステリシスクラッチ

PHT-S形パーマヒストルクコントローラ

PHT-D形パーマヒストルクコントローラ

PET形渦電流トルクリミッタ

HB形ヒステリシスブレーキ

●正確で容易なトルク制御性
●正確な反復性
●スムーズな動作特性
●半永久的寿命
●取付け方向自由

●広いトルク制御範囲
●安定したスリップトルク
●動作スムーズでショックなし
●応答性良好
●ロングライフ

●正確な反復性
●温度変化に対して極めて安定
●半永久的寿命
●コンパクト、取付け方向自由
●省エネルギー

●回転数に比例したトルク特性
●優れた繰り返し精度
●電源不要
●非接触で摩耗なし
●希土類磁石採用で強力なトルク

●巻線機：線材の巻取り・巻戻し制御
●モータ試験機：疑似負荷用
●キャッパー：締付け力の制御
●フィルム製造機：張力制御

●放電加工機：ワイヤの張力制御
●モータ試験機：疑似負荷用
●梱包機：結束ロールの定張力制御
●撚線機：クッションスタート

●巻取り・巻戻し機構：紙、フィルム、ワイヤなど
●コイル巻線機：張力制御
●キャッパー：締付け力の制御
●モータ試験機：疑似負荷用

●印刷機械：送りロールの緩衝運転
●包装充填機：コンベアの緩衝運転
●測定機：検出ヘッドの緩衝運転
●キャッピングマシン：搬送軸の駆動

  OP  SERIES

H  SERIES

PHT  SERIES

PET  SERIES

頁

頁

頁

頁

Electromagnetic Particle Clutch& Brake Series

Electromagnetic HysteresisClutch& Brake Series

Perma-Hys Torque Controller Series

Eddy Current Torque Limiter Series

0.05〜1Ｎ・ｍ

0.002〜0.05Ｎ・ｍ

0.002〜7Ｎ・ｍ

0.05〜1Ｎ・ｍ

0.02〜1.0Ｎ・ｍ

(受注生産品)

パウダリミッタ                                               トルク範囲 　　　　　   　特　　長　　　　　　　　　　　　　          用途例　　　　　　

OPL-N形パウダリミッタ

OPL-BR形パウダリミッタ

OPL-BN形パウダリミッタ

OPL-R形パウダリミッタ

●高精度のトルクとスムーズな動作
●安定した定トルク性
●小形・高トルク
●長寿命
●取扱い容易で保守不要

●OA機器、包装機械、印刷機械：紙およびシート送りの制御
●包装充填機：コンベアの同期運転
●測定機：検出ヘッドの同期運転
●キャッピングマシン：搬送軸の駆動

OPL  SERIES 頁
Powder Limiter Series

0.03〜0.18Ｎ・ｍ(特殊生産品)

0.1〜0.3Ｎ・ｍ(受注生産品)

0.1〜0.4Ｎ・ｍ(特殊生産品)

0.03〜0.12Ｎ・ｍ(受注生産品)

P
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0
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P
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6
～

3
5

P
3

6
～

4
6

P
4

8
～

5
2

P
5

4
～

6
0

OPC-N/A形マイクロパウダクラッチ

OPB-N/F形マイクロパウダブレーキ

0.5〜8Ｎ・ｍ

0.5〜25Ｎ・ｍ
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（受注生産品）

付

P.68～75

P.76～85

P.86～93

P.94～97

P.98～101

P.102～108

P.110～113

P.114～117

外付け
形

組み合わせて張力
フィー

フィ

と

組み合わせて張力
と

形
ない

形
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25

6
省エネルギー
スリップトルク4Nmタイプと8Nmタイプは磁
気回路最適化によりコイル容量を削減し、とも
に消費電力を20W以下（従来機種比30％～
40％減）に抑え、省電力化を実現しました。

8
高応答性

OPC-N形、OPB-N形は応答性が良く、
フィードバック制御に最適です。

7
小形高性能
強制冷却形OPC-Aシリーズは自然冷却形OPC-Nシリーズと同サ
イズながら、クラッチ内部に溝配管形状を採用したことで省スペー
ス化を図り、許容スリップ工率の大幅な向上（自然冷却形Nシリー
ズの1トルクサイズ上を超える許容スリップ工率）を実現しました。

/

優れています。 耐久性に優れています。

優れた

く、

く、

り、
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25

6
省エネルギー
スリップトルク4Nmタイプと8Nmタイプは磁
気回路最適化によりコイル容量を削減し、とも
に消費電力を20W以下（従来機種比30％～
40％減）に抑え、省電力化を実現しました。

8
高応答性

OPC-N形、OPB-N形は応答性が良く、
フィードバック制御に最適です。

7
小形高性能
強制冷却形OPC-Aシリーズは自然冷却形OPC-Nシリーズと同サ
イズながら、クラッチ内部に溝配管形状を採用したことで省スペー
ス化を図り、許容スリップ工率の大幅な向上（自然冷却形Nシリー
ズの1トルクサイズ上を超える許容スリップ工率）を実現しました。

/

優れています。 耐久性に優れています。

優れた

く、

く、

り、

マイクロパウダクラッチ［自然冷却形］

［冷却ファン付き］

マイクロパウダクラッチ［自然冷却・
強制冷却両用］

A

N：自然冷却形
A：自然冷却・
　　強制冷却
　　両用
F：冷却ファン付き

F

12～25

12～25

A

F

4

N
タイプ記号
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4
-N
、ハブおよびハウジング

ハブ となっ ハ
ブの内周側 ロータ

、ハブとハウ
ジングに内蔵された

、ロータとハブの間に磁
じ、ロータの

ハブ

ハブ入（出）力側

シャフト入（出）力側

ハウジング

ロータ取付け用タップ穴

取付け用通し穴

12



.ODEL

OPC-N マイクロパウダクラッチʦ自વྫྷ٫形ʧ
5形、10形、20形

トルク：0�5～2N・N

形　൪ OPC 5N 10N 20N

定֨トルク ʤN・Nʥ 0.5 1 2
慣
性J×10－4〔kg・m2〕

ೖ　力　ଆ 0.172 0.257 0.928
出　力　ଆ 0.030 0.064 0.150

軸　　　ܘ EH� 5 7 12
U 4.5 6.5 11.5

径
　
　
方
　
　
向

A1I8 50 54 69
A2 50 56 69
B 70 76 92
CI� 40 42 54
E 30 34 46
F 60 66 82
( 4.5 4.5 4.5
H    3×M4 3×M4 4×M4

軸
　
　
方
　
　
向

L 77 83 116
. 25 27 47
N 4 4 4
P 11 13 25
2 5 5 6
R 8.5 8.5 15
S 25.5 16.5 22
T 13.5 15.9 33
6 10.4 12.2 24
: 9 10 20

࣭　　　　　　　ྔ ʤHʥ 700 850 1550

4×φG

E

F

H45°

両側；相互の位置関係なし
シャフト断面

ハブ
入/出力

出/入力出/入力
シャフト

取付板

Y

Y

U
PQ

R

MN
L

ST
U

リード線
極性不問

シャフト

Y

Y

A
2 d d

3
0
0

C BA
1

※使用姿勢は軸が水平に限定していますので、縦軸および斜軸では使用しないでください。
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.ODEL

OPC-N マイクロパウダクラッチʦ自વྫྷ٫形ʧ
40形、80形

トルク：4～8N・N

形　൪ OPC 40N 80N

定֨トルク ʤN・Nʥ 4 8
慣
性J×10－4〔kg・m2〕

ೖ　力　ଆ 2.20 4.76
出　力　ଆ 0.84 2.13

軸　݀　ܘ EH� 12 15

径
　
　
方
　
　
向

A1I8 86 98
A2 88 100
B 112 128
CI� 70 80
D 20 20
E 60 70
F 100 114
( 5.5 6.5
H    4×M4 4×M4

軸
　
　
方
　
　
向

L 97 112
. 32 36.5
N 5 6
P 10 14.5
2 6 6
R 15 15
S 21 24.5
T 18 20.9
6 8.8 13.3
: 4 6.5

࣭　　　　　　　ྔ ʤHʥ 2650 3750

4×φG
E

F
H45°

両側；相互の位置関係なし
シャフト断面

2×M4

ハブ
入/出力

Y
2か所

U

シャフト
出/入力

シャフト
出/入力

取付板

Y
2か所

リード線
極性不問

T S

L
N

R

M
Q P

U

A
2 D d

3
0
0

Dd C BA
1

※使用姿勢は軸が水平に限定していますので、縦軸および斜軸では使用しないでください。
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.ODEL

OPC-A マイクロパウダクラッチʦ自વྫྷ٫・強制ྫྷ٫྆用ʧ
40形、80形

トルク：4～8N・N

形　൪ OPC 40A 80A

定֨トルク ʤN・Nʥ 4 8
慣
性J×10－4〔kg・m2〕

ೖ　力　ଆ 2.20 4.76
出　力　ଆ 0.84 2.13

軸　݀　ܘ EH� 12 15

径
　
　
方
　
　
向

A1I8 86 98
A2 88 100
B 112 128
CI� 70 80
D 20 20
E 60 70
F 100 114
( 5.5 6.5
H    4×M4 4×M4

軸
　
　
方
　
　
向

L 97 112
. 32 36.5
N 5 6
P 10 14.5
2 6 6
R 15 15
S 21 24.5
T 18 20.9
6 8.8 13.3
7 13 13
8 31 34.8
: 4 6.5

࣭　　　　　　　ྔ ʤHʥ 2700 3850

※使用姿勢は軸が水平に限定していますので、縦軸および斜軸では使用しないでください。

リード線
極性不

ѹॖۭؾഉ出5.　ޱ　出荷࣌プラグ付͖

ѹॖۭؾೖ5.　ޱ　出荷࣌プラグ付͖

N .

R
2 PST

3
0

0
L

出荷࣌プラグ装ணঢ়ଶ

:
2͔ॴ2͔ॴ

ϋブ
ೖ/出力

֎प͔Βのਂ͞

3ʶ1

0�5

E D C BA
1

2ʷ.4

シャフト断面
྆ଆʀ૬ޓのҐஔؔなし

6

シャフト
出/ೖ力

シャフト
出/ೖ力

取付൘

7
8

4ʷR ��5

:

6

D EA
2


ೖ

ʢޱ
*N

ʣ

ഉ
出

ʢޱ
E9

ʣ

4ʷП(

E

F

H
45˃
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4×φE
45°

シャフト断面

D

リード線
極性不問

S

S
R

L
NM

QP

3
0
0

d
CB A

※使用姿勢は軸が水平に限定していますので、縦軸および斜軸では使用しないでください。
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.ODEL パウダブレーキʦ自વྫྷ٫形ʧ
120形、250形

トルク：12～25N・N

形　൪ OPB 120N 250N

定֨トルク ʤN・Nʥ 12 25
性　　　׳ J×10－4〔kg・m2〕 7.55 24.37

軸　　　ܘ EH� 15 20
U 14 18.5

径
方
向

A 146 186
BI� 42 55
C 64 78

軸
方
向

L 60 70
. 49 64
N 6 6
P 20 25

࣭　　　　　　　ྔ ʤHʥ 4800 9000

OPB-N

シャフト断面
取付け用ねじ穴　6×M6
使用可能ねじ部長さ 10以下

C

リード線
極性不問

30°

30
0

L M
N

P

P

d B A

※使用姿勢は軸が水平に限定していますので、縦軸および斜軸では使用しないでください。
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.ODEL パウダブレーキʦྫྷ٫フΝン付͖ʧ
120形、250形

トルク：12～25N・N

形　൪ OPB 120F 250F

定֨トルク ʤN・Nʥ 12 25
性　　　׳ J×10－4〔kg・m2〕 7.55 24.37

軸　　　ܘ EH� 15 20
U 14 18.5

径
方
向

A 146 186
BI� 42 55
C 64 78
E 166 206

軸

方

向

. 49 64
N 6 6
P 20 25
2 74 84
R 38.5以下 44.5以下
S 92 119

࣭　　　　　　　ྔ ʤHʥ 5400 9900
■冷却ファンは、DC24Vを印加してご使用ください。

OPB-F

冷却ファン　リード線
赤色：＋,黒色：－ R

300

Q M
N

P

P

B A Ed

シャフト断面

使用可能ねじ部長さ 10以下
取付け用ねじ穴　6×M6

C

パウダブレーキ リード線
極性不問

30°

30
0

S
S

※使用姿勢は軸が水平に限定していますので、縦軸および斜軸では使用しないでください。
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形　　൪

性　 コイルʢ20ˆʣ
ドラグトルク

ʢߟࢀʣ
ʤN・Nʥ

容スリップ工ʤ8ʥڐ
容ڐ

回転数
ʤS/NJOʥ

定֨トルク
ʤN・Nʥ

電流ʤAʥ
ʢ�5ˆʣ

電çѹ
ʤDCô7ʥ

ç߅
ʤЊʥ

容çྔ
ʤ8ʥ

定数࣌
ʤNTʥ

工ç
ʤ8ʥ

ྫྷ٫用ѹॖۭؾ

෩çѹ
ʤPBʥ

෩ྔ
ʢߟࢀʣ
ʤN3/NJOʥ

OPC5N 0�5 0�3�

24

50�2 11 11 0�01 15 ʵ ʵ

1800

OPC10N 1 0�48 41�0 14 22 0�02 25 ʵ ʵ
OPC20N 2 0�62 32�0 18 24 0�04 45 ʵ ʵ
OPC40N 4 0�53 3��2 15 4� 0�08 �0 ʵ ʵ
OPC40A 120 5ʷ104 35
OPC80N 8 0�64 31�0 1� 62 0�16 �0 ʵ ʵ
OPC80A 160 5ʷ104 35

形　　൪
性　 コイルʢ20ˆʣ ドラグトルク

ʢߟࢀʣ
ʤN・Nʥ

容ڐ
スリップ
工ʤ8ʥ

容ڐ
回転数

ʤS/NJOʥ
定֨トルク

ʤN・Nʥ
電流ʤAʥ

ʢ�5ˆʣ
電çѹ

ʤDCô7ʥ
ç߅
ʤЊʥ

容çྔ
ʤ8ʥ

定数࣌
ʤNTʥ

OPB5N 0�5 0�22

24

�0�5 6�4 1� 0�01 25

1800

OPB10N 1

0�30

65�4 8�8 2� 0�02 35
OPB20N 2

65�0 8��

23 0�04 50
OPB40N 4 50 0�08 60
OPB80N 8 �4 0�16 80
OPB120N 12 124 0�24 100
OPB120F 250
OPB250N 25 211 0�50 130
OPB250F 380

OPC形

OPB形

 5形、10形、20形、40形、80形

 5形、10形、20形、40形、80形、120形、250形

用しないでͩ͘͞いɻ定してい·͢ので、ॎ軸およびࣼ軸でݶ軸͕ਫฏに࢟用 ˞
˞制御ઐ用コントローラΛ͝用ͩ͘͞いɻ
66ϖーδΛ͝ཡͩ͘͞いɻࡉৄ　

用しないでͩ͘͞いɻ定してい·͢ので、ॎ軸およびࣼ軸でݶ軸͕ਫฏに࢟用 ˞
˞制御ઐ用コントローラΛ͝用ͩ͘͞いɻ
66ϖーδΛ͝ཡͩ͘͞いɻࡉৄ　

ද̍

ද̎
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ト
ル
ク

励磁電流〔％〕

100

80

60

40

20

0
5000 1000 1500

OPC-N形・OPC-A形　許容連続スリップトルク特性（代表例）

OPC-N形

OPC-A形

〔％〕

相対回転数〔r/min〕

3

〔％〕

相対回転数〔r/min〕

22
65
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　パウダクラッチ/ブレーキにೈ࣭の材ྉΛଟ
用してい·͢ɻୟいたり、མとしたり、·た͘
ແཧな力Λ加͑·͢と、ଧͪই変形Λੜ͡·
͢ので、取扱いに͝ҙͩ͘͞いɻ

　クラッチ/ブレーキのリード線ΛແཧにҾͬ
張ͬたり、Ӷ֯にંり͛ۂたり、リード線Λͬ࣋
てͿΒԼ͛たりしないよ͏にしてͩ͘͞いɻ

　取扱い࣌パウダクラッチ/ブレーキの軸͕ਫ
ฏになΔよ͏にしてͩ͘͞いɻ
　クラッチ取扱い࣌および運搬࣌クラッチ軸Λ
ਫฏに保ͪ、ৼ動衝ܸ͕加ΘΒないよ͏にҙ
してͩ͘͞いɻ

　ແཧな力衝ܸΛ༩͑ないよ͏にしてͩ͘͞
いɻ取付け໘との֯度と૬ख軸との同軸度に
ҙし、ඞ要に応͡てフレキシブル・Χップリング
Λ͝用ͩ͘͞いɻ

　தۭ軸ʢOPC40N/A、80N/A形ʣに軸Λݻ
定͢ΔηットϘルトに、緩ΈࢭめॲஔΛࢪして
ͩ͘͞いɻ

　プーリなどでೖ力・出力Λ駆動͢Δ߹、ڐ
容Φーόーϋング荷ॏҎԼとなΔ取付けで͝用
ͩ͘͞いɻڐ容Φーόーϋング荷ॏにͭいて、
֤製の取扱આ໌ॻΛ͝確ೝͩ͘͞いɻ
　なお、スラスト荷ॏにͭいてྀߟしておΒͣ、
荷ॏΛ࣋͢ࢧΔ͜と͕で͖·ͤΜɻ

　運転࣌の࢟軸͕ਫฏにݶ定してい·͢ので、
ॎ軸およびࣼ軸で用しないでͩ͘͞いɻ

取扱い্のҙ

リード線

取扱い࣌の࢟

取付け্のҙ

ਫణ・༉ణの͋Δॴでの保ଘ・用ආけて
ͩ͘͞いɻ
　คਖのଟいॴ、෦にӷମҟ・৯性
Ψス͕ೖりࠐΉՄ性͕͋Δॴで、用しな
いでͩ͘͞いɻ

　パウダクラッチ/ブレーキ、ൃੜトルクΛ
エネルギーとして֎෦に放出͢Δためൃし、ス
リップ回転数とトルクのੵに比例͢Δスリップ工
ʢྔࣄʣ͕ࢦඪになり·͢ɻ
　ͦれͧれの製͝とにڐ容スリップ工͕ن定
͞れてい·͢のでʢ65ϖーδࢀরʣ、ڐ容スリッ
プ工Ҏで͝用ͩ͘͞いʢ1�ϖーδද̍、
ද̎ࢀরʣɻ
　ൃ取付け෦材ϋブ、軸͔Βのಋ対
流、放ࣹなどによͬて放͞れ·͕͢、͝用ঢ়
ଶによͬてेな放͕ಘΒれない߹͕͋ͬ
たり、高トルク͔ͭ回転Ҭで、コイルのফ
අ電力によΔ自ൃݾのӨڹΛྀ͢ߟΔඞ要͕͋
り·͢ɻ
　ද໘の࠷高温度60ˆΛ安として、温度͕
্͕り͗͢Δ߹放特性Λվળしたり、ࣄ
ྔΛԼ͛たりして、աΛආけてͩ͘͞いɻ

　パウダクラッチ/ブレーキの電流に対͢Δトル
ク、定֨電流10～100�の広範囲で高い比例
と͕͜͏ߦ向Λࣔ͢ため、トルク制御Λ容易に
で͖·͢ɻ
　·た、定֨トルクにۙい範囲で͝用いたͩ͘
͜とで、トルクの制御性͞Βに容易になり·͢ɻ
　͜れより用トルク範囲、電流に対͢Δトル
ク͕広範囲で高い比例向Λࣔ͢、定֨電流10
～100�での͝用Λਪし·͢ɻ

　Ұൠ的にパウダクラッチ/ブレーキ、長期ؒ
の͝用によΔ摩ࡲ作用によͬて෦のパウダ͕
摩耗し·͕͢、定֨電流Λྭ磁して、定֨ト
ルク͕ಘΒれな͘なΔ·で͝用いたͩけ·͢ɻ
　ࣾパウダクラッチ/ブレーキ、より長期ؒ、
用いたͩけ·͢よଓして安定したトルクで͝ܧ
͏、ॳ期トルク定֨トルクより高めのトルク
͕ಘΒれΔよ͏にઃܭしてい·͢ので、͝用に

用্のҙ

軸

தۭ軸のݻ定

ڥ

容スリップ工ڐ

トルク変化

トルクઃ定

ຊମ

容Φーόーϋング荷ॏڐ

運転࣌の࢟
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たͬて電流Λௐし、定֨トルクҎԼのઃ定
で͝用ͩ͘͞いɻ

　パウダクラッチ/ブレーキ、回転͔Β高
回転·で෯広͘͝用いたͩけ·͕͢、高トル
ク͔ͭ回転で͝用いたͩ͘߹、取付け෦
材負荷の特性によͬて、كにトルク͕不安定
になΔ͜と͕͋り·͢ɻ
　ͦのよ͏な߹回転数Λ্͛て͝用ͩ͘͞
いɻ

　パウダクラッチ/ブレーキ、ແ௨電͔Β࿈ଓ
௨電·で෯広͘͝用いたͩけ·͕͢、ແ௨電͔
ͭ正ٯ回転で長ؒ࣌͝用いたͩ͘߹、取付෦
材負荷の特性によͬて、كにトルク͕不安定
になΔ͜と͕͋り·͢ɻ
　ͦのよ͏な߹׳Βし運転Λेに͏ߦとと
に、動作ޙྃでྭ磁ΛΦフͤͣに、ऑྭ磁
ΛଓけΔ͜とΛซ用して͝用ͩ͘͞いɻऑྭ磁
定֨の1～2ˋఔ度の電流Λ安とし·͕͢、
取付෦材負荷の特性に応͡て、より高い電流と
して͋り·ͤΜɻ

　ʴʵの極性、どͪΒに接ଓして性にҧい
͋り·ͤΜɻ

　強制ྫྷ࣌٫、ѹॖۭؾೖޱとѹॖۭؾഉ出
Λ接ଓؾのプラグΛ֎してྫྷ٫用ѹॖۭޱ
し、ඞͣਗ਼ড়化フィルタʢΖա度：0�01ЖN、ั
ूޮ ����� Ҏ্ΛਪʣΛ௨したਗ਼ড়͔ͭס
૩したঢ়ଶでೖしてͩ͘͞いɻ
　ྫྷ٫用ѹॖۭؾのೖޱ・ഉ出ޱに用いΔܧख
ʢαイズ：.5ʣ、お٬༷にて͝用ҙͩ͘͞いɻ
·た、ྫྷ٫用ѹॖۭؾ3ʷ104 PB～5ʷ104 PB
の範囲でೖし、ೖۙޱลでن定ྔҎ্の෩ྔ
͕出ていΔ͜とΛ͝確ೝͩ͘͞いɻ

　ྫྷ٫フΝン付パウダブレーキのྫྷ٫フΝン、
定期的な検とਗ਼Λおקめし·͢ɻ

　༌送தのৼ動衝ܸによͬて、パウダʢ磁คʣ
͕ภࡏしてൃੜトルクにムラ͕出た߹、ҎԼ
の׳Βし運転で回復で͖·͢ɻ

˙ç׳Βし運転の方๏
・ OPB-N形シャフト͕回転、OPC-N形ϋブ

Λݻ定してシャフト͕回転していΔঢ়ଶにおい
て、௨電ΛΦン/Φフしてͩ͘͞いɻ

・ 回転数͝用の݅で構い·ͤΜ͕、回転数
͕高い΄どؒ࣌でྃし·͢ɻ

・ ௨電電ѹ͝用の݅で構い·ͤΜ͕、電ѹ
͕高い΄どؒ࣌でྃし·͢ɻ

・ ௨電Φン/Φフ、5ඵΦン/10ඵΦフఔ度の繰
り返しΛ安として、ද໘の࠷高温度͕60ˆ
Λ͑ないよ͏にしてͩ͘͞いɻ

回転数

ແ௨電での用

パウダクラッチ/ブレーキの電源極性

強制ྫྷ٫形ʦOPC40A/80Aʧ

ྫྷ٫フΝン付 ʦ͖OPB120F/250Fʧ

Βし運転׳
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ਤ4

ਤ5

OPC-N形

OPC-A形

軸ݻ定用Ͷ͡
緩Έࢭめॲஔ

軸のެ ：ࠩI�
ʢ+*S B 0401ʣ

プーリݻ定Ͷ͡
緩Έࢭめॲஔ

タイミング・プーリʢೖ力ଆʣ

取付け用Ϙルト類
緩Έࢭめॲஔ

出力軸

軸ݻ定用Ͷ͡
緩Έࢭめॲஔ

軸のެ ：ࠩI�
ʢ+*S B 0401ʣ

プーリݻ定Ͷ͡
緩Έࢭめॲஔ

タイミング・プーリʢೖ力ଆʣ

取付け用Ϙルト類
緩Έࢭめॲஔ

出力軸

ྫྷ٫用ѹॖۭؾ
ೖޱ

ྫྷ٫用ѹॖۭؾ
ഉ出ޱ
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ਤ6

ਤ�

OPB-N形

OPB120～250N/F形

取付け用Ϙルト類
緩Έࢭめॲஔ

軸ݻ定用Ͷ͡
緩Έࢭめॲஔ

軸ݻ定用Ͷ͡
緩Έࢭめॲஔ

取付け用Ϙルト類
緩Έࢭめॲஔ
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取付け方向自由

け

26



/

取付け方向自由

け
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となっています。

、

であり、

によって、

が される
ことによって、

およ

け
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となっています。

、

であり、

によって、

が される
ことによって、

およ

け

極性不問
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極性不問

い
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極性不問

×

31



極性不問
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〔r/min〕

〔%〕〔%〕

34
65

66

形　　൪
性　 コイルʢ20ˆʣ 80ˋトルク

ফ໓ؒ࣌
ʤNTʥ

容ڐ
スリップ
工ʤ8ʥ

容ڐ
回転数

ʤS/NJOʥ
定֨トルク
ʤN・Nʥ

電流ʤAʥ
ʢ�5ˆʣ

電çѹ
ʤDCô7ʥ

ç߅
ʤЊʥ

容çྔ
ʤ8ʥ

定数࣌
ʤNTʥ

HC0�5
0�05

0�36

24

55�0 10�5
35 1� 6

3000

HB0�5 0�23 84�0 6��
HC1�2

0�12
0�38 52�4 11�0

55 10 2�
HB1�2 0�25 �8�� ��3
HC2�5

0�25
0�52 3��� 15�2

80 10 34
HB2�5 0�35 55�� 10�3
HC5

0�5
0�58 33�8 1��0

100 12 40
HB5 0�46 43�1 13�4
HC10

1�0
0��1 2��� 20�6

1�5 15 5�
HB10 0�62 31�6 18�2
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/

/

ୟ ·た

͝

緩Έ

、

　ແཧな力衝ܸΛ༩͑ないよ͏にしてͩ͘͞いɻ
　取付け໘との֯度と૬ख軸との同軸度にҙ
し、ඞ要に応͡てフレキシブル・ΧップリングΛ͝
用ͩ͘͞いɻ

　ਫణ・༉ణの͋Δॴでの保ଘ・用ආけて
ͩ͘͞いɻ
　คਖのଟいॴ、෦にӷମҟ・৯性Ψ
ス͕ೖりࠐΉՄ性͕͋Δॴで用しないで
ͩ͘͞いɻ

ヒステリシスクラッチ / ブレーキの電源極性
　ʴʵの極性、どͪΒに接ଓして性にҧい
͋り·ͤΜɻ

　ヒステリシスクラッチ / ブレーキ、ൃ ੜトルク
Λエネルギーとして֎෦に放出͢Δためൃし、
スリップ回転数とトルクのੵに比例͢Δスリップ
工ʢྔࣄʣ͕ ඪになり·͢ɻࢦ
　ͦれͧれの製͝とにڐ容スリップ工͕ن定
͞れてい·͢のでʢ65ϖーδࢀরʣ、ڐ容スリップ

工Ҏで͝用ͩ͘͞いʢ33 ϖーδද̍ࢀরʣɻ
　ൃ取付け෦材フィールドコア、軸͔Βの
ಋ対流、放ࣹなどによͬて放͞れ·͕͢、͝
߹用ঢ়ଶによͬてेな放͕ಘΒれない
͕͋ͬたり、高トルク͔ͭ回転Ҭで、コイル
のফඅ電力によΔ自ൃݾのӨڹΛྀ͢ߟΔඞ要
͕͋り·͢ɻ
　ද໘の࠷高温度60ˆΛ安として、温度্͕
͕り͗͢Δ߹放特性Λվળしたり、ྔࣄΛ
Լ͛たりして、աΛආけてͩ͘͞いɻ

り·͢ɻ͜ のݱΛコッキングݱといい、ҎԼのফ
用ͩ͘͞いɻして͔Β͝ڈΛফؾ磁ཹ方๏でڈ

け

など
緩
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緩Έ

Ͷ͡
緩Έ
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およ

およ

け
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およ

およ

け
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およ
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４×φH
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３×E
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2×E

3×F

2×M3、30D：2×M4、70D：2×M5

け用ねじ
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い

け

ୟいたり、མとし
·た

·͢の
͝

など ͝

に
よͬて、

で、

　ਫణ・༉ణの͋Δॴでの保ଘ・用ආけて
ͩ͘͞いɻ
　คਖのଟいॴ、෦にӷମҟ・৯性Ψ
ス͕ೖりࠐΉՄ性͕͋Δॴで用しないで
ͩ͘͞いɻ

　パーマヒストルクコントローラ、ൃ ੜトルクΛ
エネルギーとして֎෦に放出͢Δためൃし、ス
リップ回転数とトルクのੵに比例͢Δスリップ工
ʢྔࣄʣ͕ ඪになり·͢ɻࢦ

　ແཧな力衝ܸΛ༩͑ないよ͏にしてͩ͘͞いɻ
　取付け໘との֯度と૬ख軸との同軸度にҙ
し、ඞ要に応͡てフレキシブル・ΧップリングΛ͝
用ͩ͘͞いɻ

Ϙルト、Ͷ͡類

　ͦれͧれの製͝とにڐ容スリップ工͕ن定͞
れてい·͢のでʢ65 ϖーδࢀরʣ、ڐ容スリップ工
Ҏで͝用ͩ͘͞いʢ43 ϖーδද̍ࢀরʣɻ

ൃ取付け෦材フィールドコア、軸͔Βの
ಋ対流、放ࣹなどによͬて放͞れ·͕͢、͝ 用
ঢ়ଶによͬてेな放͕ಘΒれない߹͕͋ͬ
たり、高トルク͔ͭ回転Ҭで、コイルのফඅ電
力によΔ自ൃݾのӨڹΛྀ͢ߟΔඞ要͕͋り·͢ɻ
　ද໘の࠷高温度60ˆΛ安として、温度্͕
͕り͗͢Δ߹放特性Λվળしたり、ྔࣄΛ
Լ͛たりして、աΛආけてͩ͘͞いɻ

容スリップ工ڐ

緩

緩
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緩 緩

緩
け

PHT形のۄ軸डڐ容Φー
όーϋング荷ॏҎԼとなΔ取
付けで͝用ͩ͘͞いɻ

緩

緩

け
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け

49



2×E

2×M3

3×F
取付け用ねじ
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ୟ ·た

͝ҙ

ೖ
などの ͝

け

などのめ͋い

および
े͝

緩·

緩め

ᆍ ආけてͩ͘͞いɻ

͝ に して、
と

͝と
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ばらつき

よび
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優れた

優れてい
容易

優
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ばらつき

よび
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優れた

優れてい
容易

優

付き

付き

55



います
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および 掛
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3×D
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および 掛かる
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か
所
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オグラなら経験豊富な技術スタッフがご要望に合わせて設計いたします。
張力制御いΖいΖおͤͩ͘͞い �

େ形ヒステリシスブレーキHB形　ʻトルク範囲：2～6N・Nʼ

ʲ特長ʳ
機械的に摩耗͢Δ෦͕な͘、半永久的に用Մ
トルク広範囲にΘたͬて電流に比例し、高精度の制御͕Մ
正確な反復性Λ要͢Δ制御に対応

形　൪ HB ̎̌ ̐̌ ̒̌
定 ֨ ト ル ク ʤNŋNʥ ̎ ̐ ̒
軸　　　 ܘ ̳ ̏̌ ̐̌ ̐̌

径

方

向

̗ ̍̔̌ ̍̔̌ ̎̎̎
̘ ̍̐̌ ̍̐̌ ̍̏̌
̙ ̒̌ ̒̌ ̒̑
̚ ̑̌ ̑̌ ̑̎
̛ ̍̒̒ ̍̒̒ ̎̌̑
̜ ̒ʷП̒� ̑ ̒ʷП̒� ̑ ̒ʷП̒� ̑
̝ ̢̒ ̢̒ ̢̒

軸
方
向

̡ ̔̌ ̔̏ ̍̌̍
̢ ̓ ̓ ̍̌
̣ ̐ ̐ ̐
̦ ̐ ̐ ̐

˙৽たな用途Λ出͢Δେ形ヒステリシスブレーキ
˞トルク範囲：0�05～1NŋNにͭいて、P31～32Λ͝ࢀরͩ͘͞いɻ

L

2

(
E

HF

.N

B C DE E
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■営　業　所

東 京 営 業 所　　　〒105-0013 東京都港区浜松町1丁目10番12号
TEL（03）3433-2151　 FAX（03）3433-5795

　　北海道出張所 TEL（011）894-7166　 FAX（011）894-7166

大 阪 営 業 所　　　〒577-0012 大阪府東大阪市長田東2丁目2番10号〈東洋クラッチ株式会社 大阪支店ビル3階〉
TEL（06）6743-3585　 FAX（06）6743-0350

名 古 屋 営 業 所　　　〒457-0038 愛知県名古屋市南区桜本町22番地〈パーシモンヒルズ桜本町〉
TEL（052）822-3022　 FAX（052）822-2022

北 陸 営 業 所　　　〒921-8013 石川県金沢市新神田5丁目25番地1号〈新神田ビル〉
TEL（076）292-1605　 FAX（076）292-1607

広 島 営 業 所　　　〒732-0805 広島県広島市南区東荒神町3番35号〈広島オフィスセンター2号館〉
TEL（082）264-2122

九 州 営 業 所　　　〒812-0041 福岡県福岡市博多区吉塚1丁目45番7号
TEL（092）626-5570　 FAX（092）626-5605

■本社・工場

本　　　　　　社　　　〒376-0011 群馬県桐生市相生町2丁目678番地
TEL（0277）54-7101　 FAX（0277）54-7117

第　一　工　場　　　群馬県桐生市

第　三　工　場　　　群馬県桐生市

赤　堀　工　場　　　群馬県伊勢崎市

香　林　工　場　　　群馬県伊勢崎市

■関連会社

Ogura Industrial Corporation（アメリカ）
100 Randolph Road Somerset, New Jersey 08873,U.S.A.
TEL +1（732）271-7361　　FAX +1（732）271-7580

Ogura Corporation（アメリカ）

Ogura S.A.S.（フランス）

Ogura Clutch do Brasil LTDA.（ブラジル）

Ogura Clutch THAILAND CO.,LTD.（タイ）

小倉離合機（東莞）有限公司（中国）

小倉離合機（無錫）有限公司（中国）

小倉離合機（長興）有限公司（中国）

Ogura Clutch INDIA PVT. LTD.（インド）

製品に関するお問い合わせは当社ホームページ 〈http://www.oguraclutch.co.jp〉の“お問い合わせ”
または最寄り営業所（P121）へお問い合わせください。

֎෦駆動方ࣜパーマヒストルクコントローラPH.6形

ʲPH.6形にͭいて 　r
　パーマヒストルクコントローラPHT形、永久磁石の磁力でトルクΛൃ
ੜͤ͞Δ非接触タイプのトルクリミッタで͋り、高精度・高寿命、͞Βに
ແ電力でトルクΛൃੜ͢Δ͕、トルクௐख動で͏ߦඞ要͕͋り·したɻ
　PH.6形ैདྷのPHT形の長ॴͦの··で、֎෦ྩࢦʢ電ؾ৴߸ʣで
トルクௐΛ͑ߦΔパーマヒストルクコントローラで͢ɻ

ʲ特長ʳ
ख動ௐ作ۀҰ不要
ԕִૢ作ଟ数のҰׅトルクௐ͕Մ
ඪトルクのௐ͕容易

ʲPH.6̑形༷ʳ
　̍� 動作：ઃ定ೖ力に応͡てൃੜトルク͕૿͢ݮΔ
　̎� 電源ೖ力：DC247
　̏� ઃ定ೖ力：ઐ用σδタル৴߸
　̐� ൃੜトルク：0�05～0�8̣ŋ̼
高スリップ回転数：500S/NJOʢスリップトルクにґଘʣ࠷ �̑　
容スリップ工：30̬ڐ �̒　

˙֎෦ྩࢦでトルクௐで͖Δ৽パーマヒストルクコントローラ

80
�

2

П�0

3ʷП4�5 �ҎԼ ʢ123ʣ
25

8

6�8

コネクタ
制御用

П4

П
8

П
�

�

П
4

2
I�

.3

63



パウダ・ヒステリシスクラッチ/ブレーキ

などを
/

/
においては、

最も適した

小形化
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各種パウダ・ヒステリシスクラッチ/ブレーキ選定時の比較表

な
ど

OP形の同サイズクラッチ/ブ
レーキに比べて外径大

あ

などの

などの

にある

掛かって
などの

などの

無回転 シャッターなどの

小形
掛かって

パウダ・ヒステリシスクラッチ/ブレーキ
てから ください。

○

○ ○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○ け

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○ 形
○

○

○

○

○

○

○

○

○
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※CTA1100は、基板単体の廉価版です。
※CTF1400は、最大4系統まで個別制御が可能です。
※CTG1200は、定電流制御と各種巻径補正が選択でき、パネルでの設定やモニタ表示も内蔵した一体型です。

※使用条件によって、以下のオプションケーブルを用意しています。（CTF形に接続する場合：DTCW0102/
　0105/0110、アナログ出力する場合：DTCW0202/0205/0210）
※DTH DTL形は、アナログ出力ケーブルを接続すると、0～10Vの電圧出力が使用可能です。

制御を行う用途と、外部電圧表示器と
組み合わせて張力を表示したり、外部システムに信号を渡します。

形

※CTW1200/3200、CTD1200/3200、CTS1150/1160、CTF1400、CTG1200は当カタログに収
　録していません。詳しくは当社ホームページ〈http://www.oguraclutch.co.jp〉をご覧ください。

形

形に
当社ホ 〈 〉をご覧ください。

67



DC24V  36W以下のクラッチ/ブレーキ
および当社製OP形、H形のクラッチ/

  電圧変動が±0.1V以下   電圧変動が±0.1V以下

のクラッチ/ブレーキ

形

/

/
によって

ですので、

/

において

/
切り替えるだけで、

ブレーキ
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、

、

および

および

け け け

き

および
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取付けスペーサ 4か所

70



り、
ください。

くだ

は、

を、

て、

は、

ください。

ください。

ください。

ください。
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OPC10N

OPC20N

,OPC80N/A

, OPC40N/A

,
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および

および おいて、

は、
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1. 電源は市販のスイッチング電源などの安定化電源
をご使用ください。
当社製OTPF/H形クラッチ/ブレーキ用電源は、安
定化されていないので使用できません。

/
で、

などの
は、

ください。
は、

ください。

と、

などを

ください。
お

そ で、 ください。
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DC24V  36W以下のクラッチ/ブレーキ
および当社製OP形、H形のクラッチ/ブ
レーキ

  電圧変動が±0.1V以下

のクラッチ/ブレーキ

  電圧変動が±0.1V以下

形
などの

/

などの
て、

でありな

/
によっ

てコイル
することによって、

です

は、

おいて、

で、

76



り、

と、

し、氷 および

側面取付け穴 側面取付け穴 け

き

および

し、氷 および
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り、
ください。

ください。

ください。

において、

は、

ください。

を、

は、
て、

てください。

を、

てください。

を行う
て、
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OPC20N

,OPC80N/A

, OPC40N/A

OPC10N

N

,

72
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および
/

に、

み、

を、

を、

において、
は、

は、

82



83
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1. 電源は市販のスイッチング電源などの安定化電源
をご使用ください。
当社製OTPF/H形クラッチ/ブレーキ用電源は、安
定化されていないので使用できません。

9

/
、

などの

ください。
は、

ください。

で、 ください。

などを

ください。
お

そ ください。
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DC24V  36W以下のクラッチ/ブレーキ
および当社製OP形、H形のクラッチ/ブレーキ

　電圧変動が±0.1V以下　

　電圧変動が±0.1V以下　

のクラッチ/ブレーキ

形
形

および
ごとの

がな

および

/

しているので、
形

にて
することが

86



および

など

およ
およ

側面取付け穴 側面取付け穴 け

き

および
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してください。

くだ

ごとの

替えて、

ときに

とき

してください。

してください。

してください。

してください。
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HB10,OPC80N/A

HC2.5,OPC40N/A

および

P72

90



ときは、
をご使用ください。

してください。
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形

およ

がなく

および

には

ごとの

ごとの

ごとの

形

形

および

ときくだ

ごとの

してください。
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10

形

形

形

てください。
/

など
は、

してください。

てくださ
い。

などを

てください。
お

そ で、実施しないでください。

1. 電源は市販のスイッチング電源などの安定化電源
をご使用ください。
当社製OTPF/H形クラッチ/ブレーキ用電源は、安
定化されていないので使用できません。
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形形

および

および

および

および

および
しているので、小形

にて、

および

な
な

　電圧変動が±0.1V以下
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形形

および

および

および

および

および
しているので、小形

にて、

および

な
な

　電圧変動が±0.1V以下
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および

ときの

96



8

1. 電源を端子台から供給する場合は、市販のスイッチ
ング電源などの安定化電源をご使用ください。
当社製OTPF/H形クラッチ/ブレーキ用電源は、安
定化されていないので使用できません。

り

および

および

ください。

してください。

してく
ださい。

などを

してください。
お

そ ください。
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形形

および

ごとの

およ

にて

形

ごと

によっ
り

て、リセット

で、小形

な
な
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と、

は、

と、

および

など

と、

および

てください。

てください。

でください。
るお

それ で、
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DTH、DTL

DC24V　36W以下のクラッチ/ブレーキ
および当社製OP形、H形のクラッチ/ブレーキ

のクラッチ/ブレーキ

　電圧変動が±0.1V以下
制御

形
および

ダ、
/

および

小形しているので、

にて、
することが

形
などの

形

形

/ および
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V
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/

/

形

および
および

形
形

側面取付け穴 側面取付け穴 け

き

および
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/

形 形

形

IN
TE
R
N
A
L

V
R

104



/
/

/

形
形 形

ください〈当社ホームページ 〉

ください〈当社ホームページ 〉
で、、 /

/

/
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000.1～900.0

0.010～5.000

000.2～010.0

0001～0100

020.0
0003
1.000

002.0

0003
1.000

002.0

設定することによって、より便利にご使用いただけます。
でご使用ください。

当社ホームページ〈 〉 ください

圧、 で、 /

台、 /
/ て、

/
してください。

るときに

/ /して、初 るときは、
てください。

/

〉にて ください当社ホームページ〈

〉にて ください当社ホームページ〈
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/
/

/

/
/

と、

/

と、

と、

で、 /
/

形

ください。当社ホームページ〈 〉にて

/
/

/
/

てください。

てください。

/
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〉にて ください当社ホームページ〈
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電圧変動が±0.1V以下

形 形

およ

および

しているので、小形・

にて、
で、

および

および

および

にて、

および

な
な
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DTH7210を使用し、

と、

では、 このときの

て、

形

形

と、
と、

112



5210

1. 電源を端子台から供給する場合は、市販のスイッチ
ング電源などの安定化電源をご使用ください。
当社製OTPF/H形クラッチ/ブレーキ用電源は、安
定化されていないので使用できません。

10

と、

と、

と、

と、

は、

形

で、
形

形に、

形

してください。

で、
してく

ださい。

で、

してください。
は、

にて行ってください。

など

お
そ

容量を
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⨎特長

　DTH形張力検出器線ঢ়およびシートঢ়対
のߦதの張力Λ検出し·͢ɻ
　ઐ用コントローラと௨৴してフィードόック
制御Λ͏ߦための検出器としての用途、·た
張力モχタ֎෦制御用検出器としての用途に
͢·用いたͩけ͝

˙ϩʔϥ͖ͷҰମߏ
　検出ローラとج४ローラΛඪ४装උしたҰମ構造
Λ採用し·したɻ
不要で、ઃஔ͕容易で͢ɻ͕ۀ正作ߍࢉ　

˙σδλϧ௨৴
　ઐ用のCTF形張力コントローラとσδタル௨৴͢
Δので、ϊイズのӨڹΛडけに͘͘、安定した出力
͕ಘΒれ·͢ɻ

˙Ξφϩάग़ྗ
　張力モχタܭ測機器と؆୯に接ଓで͖Δアφロ
グ電ѹ出力͕Մで͢ɻ

࿚・ϝϯςφϯεϑϦʔݎ˙
　ա負荷に対͢Δ久性Λ向্ͤ͞、ແௐで用
で͖·͢ので、工ラインでの用ΛՄにし·
したɻ
　ઃஔ͢Δと͖、用தΛؚめてௐඞ要͋り·
ͤΜɻ

ਫ਼ͳ͕Βίετߴ˙
　機械的なࠩޡΛ、ଂ͢Δマイコン͕ิ正͢Δ方
ࣜΛ採用してい·͢ので、高精度な͕Βコストの
張力検出͕Մになり·したɻ

˙έʔϒϧ͞બՄ
用ઃඋに߹Θͤて、2N、5N、10Nのέーブ　
ル長͞ΛબՄで͢ɻ

ه
張力検出器ຊମと接ଓέーブルΛҰ対で͝จͩ͘͞いɻ
接ଓέーブル、CTF形フィードόックコントローラと接ଓ͢Δ߹CTF接ଓέーブル、アφログ出力で用の
߹アφログ出力έーブルΛબしてͩ͘͞いɻ

%TH ுྗݕग़ث 受注生産品
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い方⨐
̍õઃஔ

取付け໘ΛԼ向͖にਫฏにして2ຊのͶ͡でݻ定してͩ͘͞いɻ
取付け໘͕ਫฏでな͘、ࣼしたঢ়ଶで取り付けた߹検出͕ࠩޡੜ͡·͢ɻ

̎õଓ

ه：
・接ଓにCTF接ଓέーブル、·たアφログ出力έーブルҎ֎Λ用しないでͩ͘͞いɻ
・高ѹ線、動力線͕出力έーブルのۙ͘Λ௨Δと͖、ޡ動作ഁଛΛ͢ࢭΔため、୯ಠۚଐΛͬߦてͩ͘͞いɻ

のよ͏なॴにઃஔしないでͩ͘͞いɻ࣍
・प囲温度͕10～40ˆの範囲Λ͑Δॴ
・प囲࣪度͕25～85ˋRHの範囲Λ͑Δॴ
な温度変化で結࿐͢Δॴܹٸ・
・৯性ΨスՄ೩性Ψスの͋Δॴ
・ਖᆍ、Ԙ、మค、༉Ԏ͕ଟいॴ
・ৼ動衝ܸ͕接加ΘΔॴ
・ਫ、༉、ༀなどのしͿֻ͖͕͔Δॴ
・強磁ք、強電քのൃੜ͢Δॴ
・֎のࣹޫΛ接डけΔॴ

機 CTF形コントローラとซ用して
フィードόック制御 張力モχタ֎෦制御

接ଓέーブル CTF接ଓέーブル アφログ出力έーブル

接ଓ

接ଓコネクタΛCTF形コントローラ
のCN3コネクタに接ଓしてͩ͘͞い

出力 CTF形コントローラઐ用の
σδタル出力

形

形 形
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༷⨒

⨔ੇ๏

形ࣜ DTH2200 DTH3210 DTH4210 DTH5210
DTH5240

DTH6210
DTH6240

DTH�210
DTH�240

DTH8210
DTH8240

定֨容ྔʢR�C�ʣ 0�5N 1N 2N 5N 10N 20N 30N

σδタル
出力

出力 CTF形コントローラઐ用σδタル出力

非線性 ʶ2�0ˋR�C�ҎԼʢ෦23ʶ3ˆ࣌ʣ
ʶ4�0ˋR�C�ҎԼʢ10～40ˆ࣌ʣ

ʶ1�0ˋR�C�ҎԼʢ෦23ʶ3ˆ࣌ʣ
ʶ2�0ˋR�C�ҎԼʢ10～40ˆ࣌ʣ

電源 CTF形コントローラ͔Βڅڙ

アφログ
出力

定֨出力
電ѹʢR�O�ʣ DC107ç 張力モχタ֎෦制御用

非線性 ʶ2�0�R�O�ҎԼʢ23ʶ3ˆ࣌ʣ　ʶ4�0ˋR�O�ҎԼʢ10～40ˆ࣌ʣ
電源 電源電ѹ：DC247ʶ27ʢ電ѹ変動：ʶ0�27ҎԼʣ、電源電流：50NAҎԼ

応答性 20H[Ҏ্
容ա負荷ڐ 1N 2N 4N 10N 20N 40N 60N
ඃ検出度 0～500Nʗʢඃ検出の性により制͞ݶれΔ߹͕͋り·͢ʣ
検出ローラ変Ґྔ େ1�3NN࠷
取付け 取付け໘͕Լ向͖、͔ͭਫฏ
࣭ྔ 300HҎԼ 320HҎԼ 380HҎԼ
用प囲温࣪度 10～40ˆ　25～85ˋRH　結࿐およびණ結しない͜と
保ଘ温࣪度 ʵ10～85ˆ　25～�0ˋRH　結࿐およびණ結しない͜と
接ଓέーブル CTF接ଓέーブル、アφログ出力έーブルʢέーブル長͞2N、5N、10Nʣ

˞出力接ଓ͢Δέーブルによͬて、σδタル出力͔アφログ出力のどͪΒ͔Ұ方となり·͢ɻ

取付け穴

取付け面

形式 最大
ワーク幅

A寸法
［mm］

B寸法
［mm］

C寸法
［mm］

D寸法
［mm］

E寸法
［mm］

F寸法
［mm］

G寸法
［mm］

H寸法
［mm］

DTH2200 2mm 88 90 φ10 φ14 2.5 4.5 － －
DTH3210
DTH4210 10mm 100 102 φ16 φ20 12 14.6 2 －

DTH5210
DTH6210
DTH7210

10mm 102 106 φ16 φ24 12 16 4 －

DTH5240
DTH6240
DTH7240

40mm 102 106 φ16 φ24 42 46 19 14

DTH8210 10mm 102 112 φ16 φ24 12 16 4 －
DTH8240 40mm 102 112 φ16 φ24 42 46 19 14
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⨖接ଓέーブル
$T'ଓέʔϒϧ

Ξφϩάग़ྗέʔϒϧ

形

形式 L寸法
［mm］

L1寸法
［mm］

質量
［ｇ以下］

DTCW0102 2000±100 2058 150
DTCW0105 5000±200 5058 260
DTCW0110 10000±200 10058 480

形式 L寸法
［mm］

L1寸法
［mm］

質量
［ｇ以下］

DTCW0202 2000±100 2050 160
DTCW0205 5000±200 5050 280
DTCW0210 10000±200 10050 520
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OGURA CATALOG
͓٬༷ͷ༻త͝ͱʹɺ֤छΧλϩάΛऔΓଗ͓͑ͯΓ·͢
Χタログの͝ٻ、ࣾϗームϖーδʪIUUQ�//XXX�PHVSBDMVUDI�DP�KQʫのʠおい߹Θͤʡ、
·たد࠷りӦۀॴʢP121ࢀরʣ·で͝ґཔͩ͘͞いɻ

ແྭ࣓࡞ಈϒϨʔΩ�Ϋϥον
<掲載形式>
ㅤ.$/#γϦʔζɹ－マイクロ無励磁作動ブレーキ［小形タイプ］－
　　〔特　長〕小形・高トルク、制動と保持の２タイプ
　　〔用途例〕小形モータ：制動、保持

ㅤ4/#�/γϦʔζɹ－無励磁作動ブレーキ［薄形タイプ］－
　　〔特　長〕薄形コンパクト、応答性抜群
　　〔用途例〕モータ：制動、保持

ㅤ3/#�/γϦʔζɹ－無励磁作動ブレーキ［薄形タイプ］－
　　〔特　長〕薄形コンパクト、SNB形と同寸法でトルク２倍
　　〔用途例〕各種ロボット：アームの保持

ㅤ./#�/γϦʔζɹ－無励磁作動ブレーキ［汎用タイプ］－
　　〔特　長〕堅固・高トルク、制動・保持兼用タイプ
　　〔用途例〕エスカレータ・エレベータ：非常制動

○上記のほか、MCNB Molddiscシリーズ
　　　　　　　　－マイクロ無励磁作動ブレーキ［小形タイプ］－

　　　　　　　MCNB-Tシリーズ－マイクロ無励磁作動ブレーキ
［小形・薄形タイプ］－

　　　　　　　RNB-Tシリーズ －無励磁作動ブレーキ［薄形タイプ］－
　　　　　　　FNB-Nシリーズ －無励磁作動ブレーキ［薄形・単面タイプ］－
　　　　　　　PNBシリーズ－無励磁作動ブレーキ

［パーマネントマグネットタイプ］－
　　　　　　　SMCシリーズ －無励磁作動クラッチ［コンパクトタイプ］－
　　　　　　　電源装置　を掲載

୯൘ి࣓Ϋϥον�ϒϨʔΩࣜס
<掲載形式>
ㅤ".γϦʔζɹ－乾式単板マイクロ電磁クラッチ/ブレーキ－
　　〔特　長〕小形・軽量・高トルク、バックラッシゼロ
　　〔用途例〕複写機：給紙ロールの駆動、光源の送り

ㅤ7γϦʔζɹ－乾式単板電磁クラッチ/ブレーキ－
　　〔特　長〕薄形コンパクト、ハイレスポンス
　　〔用途例〕バンド掛け機： バンドの送り出し・締付け

ㅤ.4γϦʔζɹ－乾式単板電磁クラッチ/ブレーキ－
　　〔特　長〕オートギャップ機構付き、ロングライフ
　　〔用途例〕自動盤：主軸の変速

ㅤ..$γϦʔζɹ－乾式単板電磁クラッチ－
　　〔特　長〕抜群の耐久性、定格電圧DC12V・24Vの２タイプ
　　〔用途例〕特装車：各種ポンプの駆動

○上記のほか、MPシリーズ－高速作動用電磁クラッチ/ブレーキユニット－
　　　　　　　電源装置　を掲載
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いい製品はいい工場から……
全工場・全製品ISO9001・14001認証取得 '19.08. 1,000

πʔεɾଟ൘Ϋϥον�ϒϨʔΩ
<掲載形式>
ㅤ.;γϦʔζ －電磁ツースクラッチ－
　〔特　長〕小形・高トルク、ドラグトルクゼロ

　　〔用途例〕車用各種テスタ：モータとタイヤ駆動力の縁切り

ㅤ.;4γϦʔζ －乾式定位置かみ合いクラッチ－
　〔特　長〕係合トルク小、小形・高トルク

　　〔用途例〕印刷機械：送りロールの周期運転

ㅤ.%�.8γϦʔζɹ－乾式/湿式多板電磁クラッチ/ブレーキ－
　〔特　長〕小形・高トルク、ワイドバリエーション

　　〔用途例〕フライス盤：テーブルの制動（MDシリーズ）
主軸送りの変速（MWシリーズ）

○上記のほか、電源装置を掲載

ѹΫϥον�ϒϨʔΩؾցɾ༉ѹɾۭػ
<掲載形式>
ㅤ04ɾ%4ɾ0%γϦʔζ　ʵ乾式／湿式多板機械クラッチ－
　〔特　長〕小形・高トルク、ドラグトルク（空転トルク）が小さい

　　〔用途例〕水門：ゲートの緊急遮断用

ㅤ)0γϦʔζ　ʵ湿式多板油圧クラッチ－
　〔特　長〕小形・高トルク、ロングライフ

　　〔用途例〕クレーン：巻上ドラムの変速

ㅤ"$4#γϦʔζ　ʵ空気圧クラッチ/ブレーキ－
　〔特　長〕応答迅速、放熱量が大きい

　　〔用途例〕パワープレス：クランク軸の起動・停止

ஔڈΜஔˍΦΠϧϛετআ͡ूؾి
<掲載形式>

Μஔ͡ूؾి
ㅤ0.4&γϦʔζ
　〔特　長〕　独自のプラズマ放電技術で、捕集効率99.9％を実現

　　〔用途例〕　工作機械全般、食品加工機全般

ΦΠϧϛετআڈஔ
ㅤ0.4;γϦʔζ
　〔特　長〕　 レブディスクインパクター（RDI）と二次側の高性

能フィルターを使用することにより、クリーンな職
場環境を実現

　〔用途例〕　工作機械全般
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